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4
月
１
日
よ
り

高
齢
者
の
公
共
交
通
運
賃
無

料
化
事
業
が
始
ま
り
ま
す

　
高
齢
者
の
積
極
的
な
社
会
参
加

の
促
進
、
公
共
交
通
の
利
用
促
進
、

運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
し
た
高

齢
者
の
支
援
を
目
的
と
し
、
公
共

交
通（
バ
ス
・
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
等
）の
無
料
化
を
実
施
し
ま

す
。
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
事
前

に『
高
齢
者
無
料
乗
車
証
』の
交
付

申
請
が
必
要
で
す
。

※�

制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
広

報
に
ほ
ん
ま
つ
２
月
号
10
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

『
高
齢
者
無
料
乗
車
証
』

　
　
　
　
の
申
し
込
み
方
法

　
高
齢
福
祉
課（
市
役
所
１
階
）ま

た
は
各
支
所
地
域
振
興
課
に
備
え

付
け
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※�

75
歳
に
達
す
る
月
の
前
月
か
ら

申
請
が
可
能
で
す
。

※�

申
請
書
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先
…

・
二
本
松
地
域
に
お
住
ま
い
の
方

　
　
高
齢
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

　
　
☎（
55
）５
１
１
４

・
安
達
地
域
に
お
住
ま
い
の
方　

　
　
安
達
支
所
地
域
振
興
課

　
　
☎（
23
）９
０
７
４

・
岩
代
地
域
に
お
住
ま
い
の
方　

　
　
岩
代
支
所
地
域
振
興
課

　
　
☎（
65
）２
８
１
８

・
東
和
地
域
に
お
住
ま
い
の
方　

　
　
東
和
支
所
地
域
振
興
課

　
　
☎（
66
）２
５
０
０

二
本
松
市
で
暮
ら
し

　
二
本
松
市
で
働
き
た
い

　
　
あ
な
た
を
支
援
し
ま
す

　
大
卒
者
等
の
定
住
促
進
を
図
り

若
い
世
代
の
人
口
減
少
を
抑
制
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
大
学
等
を
新

規
に
卒
業
し
て
市
内
へ
定
住
し
就

労
す
る
方
に『
大
卒
者
等
定
住
促

進
奨
励
金
』を
支
給
し
ま
す
。

奨
励
金　
最
大
30
万
円

対
象
者

①�

正
規
雇
用
さ
れ
た
時
点
に
お
い

て
、
奨
学
金
ま
た
は
教
育
ロ
ー

ン
の
返
済
残
高
が
あ
る
方

②�

平
成
30
年
４
月
１
日
以
降
に
、

二
本
松
市
内
の
事
務
所
、
店
舗
、

工
場
、
保
育
所
、
幼
稚
園
等
に

新
規
で
正
社
員
ま
た
は
正
職
員

と
し
て
雇
用
さ
れ
た
方

　
※�

公
務
員
、
契
約
社
員
、
嘱
託
、

パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
臨

時
雇
用
者
、
市
税
滞
納
者
は

除
く
。

③�

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学
、

大
学
院
の
修
士
課
程
、
大
学
院

の
博
士
課
程
、
短
期
大
学
、
専

修
学
校（
教
育
・
社
会
福
祉
分

野
の
専
門
課
程
に
限
る
）お
よ

び
高
等
専
門
学
校
を
卒
業
後
、

１
年
以
内
の
方

④�

二
本
松
市
内
に
永
住
の
意
志
を

も
っ
て
居
住
す
る
方

申 

請
方
法　
企
画
財
政
課（
市
役

所
４
階
）に
備
え
付
け
の
申
請

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

申
請
書
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
請
書
添
付
書
類

　
⑴
大
学
等
の
卒
業
証
明
書
ま
た

は
卒
業
証
書
の
写
し
⑵
就
職
し
た

こ
と
を
証
す
る
書
類
⑶
奨
学
金
ま

た
は
教
育
ロ
ー
ン
の
返
済
残
高
を

証
す
る
書
類
⑷
申
請
日
以
前
１
カ

月
以
内
の
住
民
票（
二
本
松
市
の

も
の
）⑸
誓
約
書
⑹
申
請
日
以
前

１
カ
月
以
内
の
納
税
証
明
書（
課

税
が
な
い
場
合
、
課
税
証
明
書
）

⑺
振
込
口
座
と
な
る
預
金
通
帳
等

の
写
し

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先
…

　

 

企
画
財
政
課
地
方
創
生
・
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
推
進
係

　
☎（
24
）７
１
２
０

　
Fax（
22
）７
０
２
３

東京農工大学大学院農学研究院 と 連携協定締結

大学院 二本松市農業の復興・振興に向
けた調査研究の成果

大学生等の農家民宿での受け
入れや、特産品の連携開発

　１月18日、二本松市と東京農工
大学大学院農学研究院が、農業な
どの地域振興を目的に連携協定を
締結しました。
　同大は東日本大震災後の2011
（平成23）年後半から、市内東和地
域のNPO法人ゆうきの里東和ふる
さとづくり協議会と連携し、放射
性物質による農耕地の汚染状況を
調査しながら、農業復興に向けた
支援や農業振興につながるバイオ
肥料技術の開発を進めてきました。

　今回の連携協定では、同大が調
査・研究してきた成果を二本松市
全体で生かしていこうと結ばれ、稲
作収量増加で結果が出ているバイ
オ肥料技術や高品質の多収穫米栽
培などの確立を目指していきます。
　締結式に出席した千葉一裕同研究
院長は、「グローバル化の時代、食
糧生産は大きな問題となる。地域文
化の維持や農業の継続のために知恵
を絞っていきたい」と述べました。

協定を結んだ千葉院長（写真左）と三保市長
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二
本
松
市
内
の
郵
便
局
と

　
　
包
括
連
携
協
定
を
締
結

　
市
内
17
カ
所
の
郵
便
局
と
は
こ

れ
ま
で
、「
災
害
発
生
時
及
び
平

常
時
に
お
け
る
地
域
活
動
に
関
す

る
協
定
」を
平
成
29
年
８
月
に
締

結
し
て
い
ま
し
た
が
、
地
域
の
経

済
活
性
化
に
関
す
る
こ
と
な
ど
を

新
た
に
盛
り
込
ん
だ
包
括
連
携
協

定
を
１
月
29
日
に
締
結
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
協
定
で
は
、
災
害
時
に

お
互
い
が
避
難
者
リ
ス
ト
な
ど
を

共
有
し
た
り
、
郵
便
配
達
業
務
中
に

子
ど
も
や
高
齢
者
の
異
変
に
気
付

い
た
場
合
な
ど
に
市
に
連
絡
す
る

と
い
っ
た
こ
れ
ま
で
の
協
定
に
加

え
、
郵
便
局
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活

用
し
、
地
元
物
産
の
振
興
や
移
住
支

援
な
ど
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
お

い
て
も
連
携
を
図
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
締
結
式
に
は
、
田
川
弘
二
本

松
郵
便
局
長
と
太
田
浩
幸
岩
代
郵

便
局
長
、
日
本
郵
便
㈱
東
北
支
社
・

地
方
創
生
専
門
役
の
浅
野
不
二
男

さ
ん
が
出
席
し
ま
し
た
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　
企
画
財
政
課
企
画
調
整
係

　
☎（
55
）５
０
９
０

　
Fax（
22
）７
０
２
３

第
３
回 

二
本
松
市
未
来
戦

略
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　
今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た『
二
本

松
市
未
来
戦
略
会
議
』の
第
３
回

目
が
２
月
15
日
、
市
役
所
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
二
本
松
市
の
将
来

の
発
展
に
向
け
て
、
専
門
的
な
知

識
や
民
間
の
経
営
的
な
観
点
か
ら
、

幅
広
い
意
見
を
求
め
る
た
め
に
開

催
さ
れ
る
こ
の
会
議
は
、
市
内
外

で
活
躍
さ
れ
る
全
16
人
の
委
員
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
会
議
で
は
、
未
来
戦
略

の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て「
観
光
」

「
歴
史
・
先
人
」「
教
育
」「
街
づ
く

り
」「
産
業
」「
ひ
と
」な
ど
が
挙
げ

ら
れ
、『
全
て
の
市
民
が
豊
か
さ

や
幸
せ
を
実
感
で
き
、
50
年
先
、

１
０
０
年
先
の
次
世
代
を
見
据
え

た
礎
を
築
く
た
め
に
は
、
市
の
特

性
や
独
自
の
資
源
を
有
効
に
活
用

す
る
こ
と
が
必
要
で
、
若
者
の
力

を
活
用
す
る
た
め
に
も
、
人
材
育

成
に
積
極
的
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
』な
ど
が
提
言
さ
れ
ま
し
た
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　
企
画
財
政
課
企
画
調
整
係

　
☎（
55
）５
０
９
０

　
Fax（
22
）７
０
２
３

　
道
の
駅
は
、
長
距
離
ド
ラ
イ
ブ

や
女
性
・
高
齢
者
の
ド
ラ
イ
バ
ー

が
増
加
す
る
な
か
で
、
道
路
利
用

者
の
オ
ア
シ
ス
、
地
域
と
の
連
携

の
核
と
し
て
、
さ
ら
に
は
地
域
振

興
と
観
光
交
流
、
情
報
発
信
、
地

域
活
性
化
の
拠
点
と
し
て
、
皆
さ

ん
に
潤
い
と
感
動
を
お
届
け
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
ま
た
自
然
災
害
や
東
京
電
力
福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
な
ど

の
際
は
、
防
災
拠
点
と
し
て
被
災

情
報
の
発
信
や
炊
き
出
し
な
ど
が

行
な
わ
れ
、
災
害
救
援
、
支
援
、

避
難
所
と
し
て
も
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
二
本
松
市
に
は
、
特
色
あ
る
３

つ
の
道
の
駅
が
あ
り
ま
す
。
道
の

駅「
安
達
」は
国
道
４
号
沿
い
に
あ

り
、
上
り
線
と
下
り
線
そ
れ
ぞ
れ

に
整
備
し
て
お
り
、
年
間
約
１
２

０
万
人
の
方
々
に
ご
利
用
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
道
の
駅「
さ
く

ら
の
郷
」は
、
国
道
３
４
９
号
と

４
５
９
号
の
交
わ
る
場
所
に
位
置

し
、
合
戦
場
の
し
だ
れ
桜
を
中
心

と
し
て
桜
の
名
所
が
連
な
る『
い

わ
し
ろ 

さ
く
ら
回
廊
』の
な
か
に

あ
り
ま
す
。
道
の
駅「
ふ
く
し
ま

東
和
」は
、
国
道
３
４
９
号
を
利

用
さ
れ
る
方
々
の
オ
ア
シ
ス
と
し

て
、
顔
の
見
え
る
交
流
を
通
し
て
、

地
域
間
交
流
と
地
域
資
源
循
環
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
道
の
駅
は
、
オ
ン
リ
ー
ワ

ン
の『
食
の
宝
庫
』で
も
あ
り
ま
す
。

地
域
で
採
れ
た
新
鮮
な
野
菜
や
果

物
、
加
工
品
を
多
数
取
り
そ
ろ
え

て
お
り
、
二
本
松
の
食
を
堪
能
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
各
道
の
駅

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
本
紙
の
２

～
７
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
道
の
駅
の
利
用
に
は
、
ド
ラ
イ

ブ
の
つ
い
で
に
立
ち
寄
る
だ
け
で

な
く
、
道
の
駅
を
目
的
地
に
し
た

旅
行
も
良
い
で
す
し
、
３
つ
の
道

の
駅
と「
安
達
ヶ
原
ふ
る
さ
と
村
」、

「
ス
カ
イ
ピ
ア
あ
だ
た
ら
」を
ハ
シ

ゴ
す
る
の
も
オ
ス
ス
メ
で
す
。
ま

た
こ
れ
ら
の
施
設
を
お
楽
し
み
い

た
だ
い
た
後
は
、
少
し
足
を
伸
ば

し
て
霞
ヶ
城
公
園
や
観
音
丘
陵
遊

歩
道
、
さ
ら
に
は
智
恵
子
抄
で
知

ら
れ
る
智
恵
子
の
生
家
、
安
達
太

良
山
や
岳
温
泉
、
名
目
津
温
泉
な

ど
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
二
本
松
の
魅
力
を
堪
能

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
ひ
と
」「
ま
ち
」「
み
ら
い
」を
つ

な
ぐ
の
が『
道
の
駅
』で
す
。
道
の

駅
を
活
用
し
た
地
域
振
興
と
交
流

を
推
進
し
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る『
新
生

二
本
松
市
』の
実
現
に
向
け
、
大
き

く
踏
み
出
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

～ 

市
長
か
ら
の
手
紙 

～

二本松市長
三保　恵一

市
民
が
主
役
。

道
の
駅

写真左から、太田局長、三保市長、田川局長、浅野専門役


